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め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
秋
の
気
配
が
色

濃
く
漂
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
屋
外
で

活
動
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
と
思
索
に
ふ
け
る

に
は
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
係

で
は
今
年
も
10
月
１
日
の
公
開
講
演
会
を
皮

切
り
に
民
俗
芸
能
大
会
、
旧
大
石
家
住
宅
の

特
別
公
開
、
江
東
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
19
日
の
区
民
祭
り
で
は
木
場
の
角
乗
、

木
場
の
木
遣
、
深
川
八
幡
の
手
古
舞
、
深
川

の
力
持
、
砂
村
囃
子
な
ど
、
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
技
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
１
・
２
日
の
江
東
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ア
で
は
職
人
さ
ん
に
よ
る
実
演
公

開
、
体
験
教
室
を
中
心
に
、
無
形
文
化
財

保
持
者
の
後
継
者
に
よ
る
「
つ
ぐ
も
の
展
」、

工
芸
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
な
ど
を
行

い
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
江
東
区
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
て
、
み
て
、
考
え
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　

深
川
江
戸
資
料
館
、
芭
蕉
記
念
館
、
中
川

船
番
所
資
料
館
な
ど
で
も
多
く
の
企
画
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
江
戸
資
料
館
で
は
特
別
展

「
江
戸
名
物
を
さ
さ
え
た
江
東
地
域
」、
中
川

船
番
所
資
料
館
で
は
特
別
企
画
展
「
江
戸

の
武サ
ム
ラ
イ士

と
釣
り
文
化
〜
釣
り
指
南
書
『
何か

羨せ
ん
ろ
く録

』
の
世
界
〜
」、
芭
蕉
記
念
館
で
は
時

雨
忌
講
演
会
と
歴
史
散
歩
な
ど
、
各
館
の
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
沢
山
で
す
。
こ
ち
ら
も
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
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○08 江東区文化財保護強調月間
民俗芸能大会
旧大石家特別公開
文化財公開講演会
江東ものづくりフェア

○文化財関連イベントマップ
芭蕉記念館時雨忌講演会・歴史散歩
深川江戸資料館企画展
中川船番所資料館特別企画展　ほか

◎江東歴史紀行
土の中に眠る江東区の歴史

◆ココにも歴史があった
◆自主グループ繁盛記

’０８ 江東区文化財保護強調月間

深川の力持　七福神宝の入船
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【
午
前
の
部
（
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
）】

場
所　

木
場
公
園
内
入
口
広
場

木
場
の
角
乗　
　
　
　
　

木
場
角
乗
保
存
会

　

江
戸
時
代
に
木
場
の
筏
師
（
川
並
）
は
水

に
浮
か
べ
た
材
木
を
、
鳶
口
ひ
と
つ
で
乗
り

こ
な
し
、
筏
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。
角
乗
は

そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

（
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

【
午
後
の
部
（
午
後
１
時
〜
３
時
50
分
）】

場
所　

木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
の
木
遣　
　
　
　
　

木
場
木
遣
保
存
会

　

川
並
衆
が
材
木
を
操
る
と
き
に
互
い
の
息

を
合
わ
せ
る
た
め
に
詠
わ
れ
た
労
働
歌
で

す
。 

（
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

木
場
の
木
遣
念
仏 

木
場
木
遣
保
存
会

　

木
遣
と
と
も
に
大
数
珠
を
手
繰
っ
て
念
仏

を
唱
え
る
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

（
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

砂
村
囃
子 

砂
村
囃
子
保
存
会 

　

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
百
姓
に

教
え
た
祭
囃
子
の
流
れ
を
く
む
お
囃
子
で

す
。 

（
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

 

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

　

富
岡
八
幡
宮
の
大
祭
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
唄
い
な
が
ら
、
男
髷
に
裁
着
袴

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

（
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

深
川
の
力
持 

深
川
力
持
睦
会

　

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
域
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
た
も
の
で

す
。 

（
都
指
定
民
俗
無
形
文
化
財
）

＊
力
持
終
了
後
に
「
力
餅
」
を
配
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
区
内
最
古
の
木

造
民
家
で
、
区
指
定
有
形
文
化
財
で
す
。
通

常
は
土
・
日
曜
・
祝
日
の
み
で
す
が
、
左
記

期
間
中
に
は
平
日
も
公
開
い
た
し
ま
す
。
旧

大
石
家
住
宅
は
、
も
と
は
八
郎
右
衛
門
新
田

（
東
砂
８
）
に
あ
り
、
周
辺
は
昭
和
30
年
ご
ろ

ま
で
農
村
の
面
影
を
残
す
地
域
で
し
た
。
特

別
公
開
期
間
中
は
、
東
砂
や
仙
台
堀
川
周
辺

の
昭
和
30
年
ご
ろ
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

場
所　

旧
大
石
家
住
宅

（
南
砂
５
―
24
地
先　

仙
台
堀
川
公

園
ふ
れ
あ
い
の
森
）

時
間　

月
〜
金　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　

土
・
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

江
東
区
は
江
戸
時
代
か
ら
大
き
く
ひ
ら
け

た
場
所
で
す
が
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
文
書
は

ど
の
よ
う
な
形
で
現
在
に
残
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
現
在
作
成
さ
れ
て
い
る

文
書
は
ど
の
よ
う
な
形
で
未
来
に
伝
え
ら
れ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
都
公
文
書
館
に
永
年
勤
め
ら
れ
た
お

二
人
を
講
師
に
む
か
え
、
文
書
資
料
の
保
存

に
つ
い
て
の
お
話
し
を
交
え
な
が
ら
、
江
東

区
の
近
代
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　

水
野
保
・
水
口
政
次
（
江
東
区
公
文

書
等
専
門
員
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

（
東
陽
２
―
３
―
６
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

申
込　

電
話
で
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
へ

10
／
19
（
日
） 

江
東
区
民
ま
つ
り

民
俗
芸
能
大
会

10
／
20
（
月
）〜
26
（
日
）

旧
大
石
家
住
宅
特
別
公
開

文
書
が
語
る
江
東
区
の
近
代

―
地
域
の
資
料
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
―

文
化
財
公

開
講
演
会

10/1
（水）

申込・問合先
生涯学習課文化財係

☎3647̶9819
＊区報、ホームページで
もご案内しております
のでご覧下さい。

http://www.city.koto.lg.jp/
seikatsu/shogai-gakushu/

HPアドレス
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●
第
27
回　

伝
統
工
芸
展

　

区
の
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者

の
方
々
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
期

間
中
、
職
人
さ
ん
の
技
を
実
際
に
見
学
で
き

る
実
演
公
開
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
職
人

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り

の
体
験
も
で
き
ま
す
。
実
演
・
体
験
の
日
程

は
下
記
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
体
験
申
込
み
】
当
日
、
会
場
２
階
受
付
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
開
始
時
間

は
、
午
前
の
部
は
午
前
９
時
30
分
、
午
後
の

部
は
午
後
１
時
で
す
。
な
お
、
教
材
費
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
第
３
回　

伝
統
を
継
ぐ
も
の
展

　

無
形
文
化
財
保
持
者
の
指
導
を
受
け
た
職

人
さ
ん
た
ち
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
い
く
確
か
な
技
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
工
芸
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

　

期
間
中
、
会
場
１
階
に
て
、
江
東
区
伝
統

工
芸
保
存
会
主
催
に
よ
る
伝
統
工
芸
品
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

伝
統
技
術
に
よ
る
も
の
づ
く
り
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
江
東

区
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
に
触
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場　

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
森
下
３
―
１２
―
１７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

伝統工芸技術の実演・体験日程
日　時 10：00～12：00 13：30～15：30

刀剣研磨　臼木良彦  ※実演
相撲呼び出し裁着袴　富永　皓  ※実演
「裁着袴をはいてみよう」（無料）
＊作品を持ち帰ることはできません。
表具　岩崎清二
自分の作品に裏打ちをしてみよう
＊色紙大程度の作品（紙・布）を持参のこと。
定員６名　費用 1,500円

染色補正　丸田常廣　※実演
＊着物のしみ抜きのご相談受け付けます。

無地染　近藤良治　※実演

襖榾・椽　鈴木延坦　※実演
江戸切子　小林英夫
切子のカットをしてみよう
＊生地（直径約16cmの皿）
定員10名　費用 1,500円

さらさ染め　佐野利夫・佐野勇二　※実演

すだれ製作　豊田　勇
すだれを編んでみよう　
＊色紙掛けができます。
定員４名　費用 500円
縫紋　天野一政  ※実演
建具組子　木全章二
組子を組んでみよう
＊ ①コースター（９cm四方）、または
 ②和風写真立て（幅22cm）ができます。
 定員８名　費用 ①500円　② 2,500円
江戸指物　山田一彦
指物道具を使ってみよう
＊はしができます（はし置き付き）。
定員８名　費用 1,200円

石工　新川　昇   ※実演

石工　新川　昇　※実演
相撲呼び出し裁着袴　富永　皓  ※実演
「裁着袴をはいてみよう」（無料）
＊作品を持ち帰ることはできません。
建具組子　木全章二
組子を組んでみよう
＊ ①コースター（９cm四方）、または
 ②和風写真立て（幅22cm）ができます。
 定員８名　費用① 500円　② 2,500円

手描友禅　和田宣明    ※実演

江戸木彫刻　岸本忠雄　
彫刻刀を使ってみよう
＊ ①桐の文箱（縦20cm）、または
 ②姫小松の板に文字を彫ります。 
定員８名　費用① 2,200円　② 1,500円
庖丁製作 古實庖丁店　※実演
江戸切子　小林英夫
切子のカットをしてみよう
＊生地（直径約16㎝の皿）
定員10名　費用 1,500円
さらさ染め　佐野利夫・佐野勇二
捺染（刷り染め）をしてみよう
＊図柄（東海道五十三次「日本橋」）
定員５名　費用 2,500円
江戸指物　山田一彦  ※実演
「指物を組み立ててみよう」（無料）
＊作品を持ち帰ることはできません

刀剣研磨　臼木良彦  ※実演
江戸切子　須田富雄
切子のカットをしてみよう
＊生地（直径約８㎝の丸文鎮）
定員４名（２名ごと１時間交代）　費用 700円

象牙細工　前田賢次 　※実演

建具　友國三郎
ケヒキ・カンナを使ってみよう
＊筆箱（縦約25㎝）ができます。
定員８名　費用 1,500円

11月1日
（土）

11月2日
（日）

※　　　　は体験（職人教室）です。申し込みは当日会場２階受付にて受け付けいたします。
※内容は変更になる場合もありますので、ご了承ください。

都営新宿線

東京メトロ
半蔵門線
東京メトロ
半蔵門線

工匠壱番館・弐番館
（森下文化センター）

小名木川

深川江戸資料館

菊川駅

新大橋通り

清洲橋通り

森下駅
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

森下駅前
バス停

高橋
バス停
高橋
バス停

霊巌寺

清澄
白河駅

高橋のらくろード

高
橋

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

清
澄
通
り

東京都
現代美術館

清
澄
庭
園

清
澄
庭
園

交通　
●地下鉄新宿線・大江戸線「森下駅」下車Ａ6出
口より徒歩10分
●地下鉄半蔵門線・大江戸線「清澄白河駅」下車
Ａ1・Ｂ2出口より徒歩12分
●都バス 門33〔亀戸駅～豊海水産埠頭〕「高橋」
下車徒歩5分・業10〔業平橋駅～新橋〕「森下
5丁目」下車徒歩5分

11
／

1
・
2（
土
・
日
）

江
東
も
の
づ
く
り
フ
ェア

江戸木彫刻
岸本 忠雄

江戸切子
小林 英夫

襖榾・椽
鈴木 延坦

江戸木彫刻
渡辺 美寿雄

さらさ染め
佐野 利夫・佐野 勇二

刀剣研磨
臼木 良彦
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南砂町駅

亀戸水神駅

東武亀戸線

JR総武線

亀戸駅

西大島駅 大島駅

東大島駅

葛西橋通り

新大橋通り

明
治
通
り

丸
八
通
り

京葉道路

永代通り
江東図書館

中川船番所資料館

中川船番所資料館澄庭園

08

　

今
回
の
特
別
企
画
展
で
は
、
江
戸
時
代
中

期
に
書
か
れ
た
日
本
最
古
の
釣
り
指
南
書
『
何

羨
録
』を
中
心
に
、江
戸
の
釣
り
名
所
や
道
具
、

江
戸
時
代
の
武
士
・
庶
民
の
釣
り
の
よ
う
す

な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
。
特
に
、
２
階
釣
具

展
示
室
で
展
示
し
て
い
る
江
戸
和
竿
誕
生
の
前

史
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
釣
り
文
化
を
歴
史

的
な
面
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

期
　
間　

10
／
29
（
水
）
〜
11
／
24
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

最
終
日
を
除
く
月
曜

会
　
場　

３
階
常
設
・
企
画
展
示
室

　
　
　
　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

料
　
金　

大
人
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

問
　
合　

０
３
│
３
６
３
６
│
９
０
９
１

※

な
お
、
10
／
28
（
火
）
は
、
特
別
企
画

展
設
営
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
特
別
企
画
展

江
戸
の
武
士
と
釣
り
文
化
〜
釣
り
指
南
書

　
　『
何
羨
録
』の
世
界
〜

日
　
時　

午
後
１
時
〜
５
時

講

演

江
戸
を
語
る

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
2
0
0
8　

特
別
企
画
事
業

「
江
戸
を
体
感
す
る  

〜
江
戸
町
人
の
暮
ら
し
と
遊
び
〜
」

き
に
て
左
記
ま
で
。

〒163―
8001　

新
宿
区
西
新
宿
２

文
化
財
関
連
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ

公
開
講
演
会 

（
教
育
セ
ン
タ
ー
）

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

「
文
書
が
語
る
江
東
区
の
近
代
」

１０月１日

民
俗
芸
能
大
会（
都
立
木
場
公
園
）

午
前
11
時
〜
午
後
3
時
50
分

木
場
の
角
乗
、木
場
の
木
遣
、砂
村
囃
子

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
、深
川
の
力
持　

１０月１９日

江
東
も
の
づ
く
り
フ
ェア（
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

第
27
回
伝
統
工
芸
展
、第
３
回
伝
統
を
継
ぐ
も
の
展

工
芸
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル　

１１月１・２日

旧
大
石
家
住
宅
特
別
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
台
堀
川
公
園
）

月
〜
金
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

土
・
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

１０月20日
～26日

詳しくは２頁詳しくは３頁

サ
ム

ラ
イ

か

せ
ん
ろ
く

『江戸名所図会』「中川鱚釣」
釣竿の注文書
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錦糸町駅

都営新宿線

JR総武線

森下駅

清澄白河駅

門前仲町駅

木場駅 東陽町駅
越中島駅

菊川駅

住吉駅

錦糸町駅

都営新宿線

東京メトロ
半蔵門線

都営大江戸線

東京メトロ
東西線

清洲橋通り

清洲橋通り

四
ッ
目
通
り

三
ッ
目
通
り

芭蕉記念館 森下文化センター

教育センター

深川江戸資料館

木
場
公
園

清澄
庭園

深川江戸資料館 清澄

芭蕉記念館 江東図書館

　

江
戸
時
代
、
全
国
各
地
の
産
物
が
、
名
物
・

名
産
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
江
東
地
域
の
名
物
と
い
え
ば
、
江
戸
前
の

魚
介
類
や
砂
村
茄
子
、
亀
戸
大
根
と
いっ
た
野

菜
、
菓
子
で
は
船
橋
屋
織
江
の
練
り
羊
羹
が

有
名
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
名
物
は
、
錦
絵
、
俳

句
集
、
番
附
、
双
六
、
地
誌
の
な
か
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
名
物
情
報
と
し
て
人
々
の
間
に
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
こ
う
し
た

当
時
の
資
料
を
展
示
し
、
江
東
地
域
の
名
物

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
名

物
の
中
で
も
魚
介
類
や
農
作
物
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
収
穫
・
生
産
さ
れ
て
い
た
の
か
、

江
東
地
域
の
産
業
面
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま

す
。

　

こ
の
他
、
江
戸
で
の
名
物
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
の
産
物
が
あ
り
ま
し
た
。
江
東
地
域
の

名
物
、
そ
し
て
江
戸
で
名
物
に
な
っ
た
各
地
の

産
物
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
、
新
た
な
文
化

平
成
２０
年
度
企
画
展

江
戸
名
物
を
さ
さ
え
た
江
東
地
域

時
雨
忌（
芭
蕉
忌
）歴
史
散
歩
・
講
演
会

を
育
く
ん
だ
の
か
に
迫
り
ま
す
。

期
　
間　

11
／
８
（
土
）
〜
24
（
祝
・
月
）

＊
10
日（
月
）は
定
期
休
館
日
で
す
。

会
　
場　

レ
ク
ホ
ー
ル

料
　
金　

大
人
３
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

問
　
合　

０
３
│
３
６
３
０
│
８
６
２
５

『菓子話船橋』（江東区教育委員会所蔵）佐賀町にあった船
橋屋織江の店頭のようす。練り羊羹が有名だった。

講
　
演
　
江
戸

語

　

　
　
　
　
〜
江
戸
の
町
人
の
暮
ら
し
と
智
恵
〜

講
　
師　

河
合
敦（
高
校
教
諭
）

場
　
所　

清
澄
庭
園
内
大
正
記
念
館

日
　
時　

10
／
26（
日
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

定
　
員　

1
2
0
名

公
　
演
　
江
戸
を
聞
く
　
〜
落
語
〜

出
　
演　

柳
亭
燕
路
、柳
亭
こ
み
ち
他
２
名

場
　
所　

清
澄
庭
園
内
大
正
記
念
館

日
　
時　

10
／
26（
日
）午
後
３
時
30
分
〜
５
時

定
　
員　

1
2
0
名

申
込
方
法　

講
演・公
演
ご
と
に
住
所・氏
名・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、往
復
は
が

―

８―

１　

東
京
都
教
育
庁
地
域
教

育
支
援
部
管
理
課
文
化
財
保
護
係

〆
　
切　

10
／
17（
金
）消
印
有
効

問
　
合　

０
３―

５
３
２
０―

６
８
６
２

※

講
演・公
演
料
は
無
料
で
す
が
、庭
園
入
園

料（
一
般
１
５
０

円
、65
歳
以
上
70

円
）が
必
要
に
な

り
ま
す
。ま
た
、

応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

　

時
雨
忌
（
芭
蕉
の
命
日
）
に
ち
な
み
、

文
化
財
ガ
イ
ド
員
の
解
説
に
よ
る
芭
蕉
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
る
歴
史
散
歩
と
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
歴
史
散
歩
】　

日
　
時　

10
／
12
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
集
合
９
時
15
分
）

　
　
　
　

＊
小
雨
決
行

定
　
員　

50
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
　
用　

４
０
０
円

〆
　
切　

９
月
30
日
（
火
）
必
着

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
・

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

番
号
を
記
入
し
、〒135
│0006

常
盤
1
│
6
│
3
芭
蕉
記
念
館
へ

【
講
演
会
】

　

も
う
ひ
と
つ
の
「
奥
の
細
道
」

日
　
時　

10
／
12
（
日
）

 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
　
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
　
用　

無
料

講
　
師　

金
森
敦
子
（
作
家
）

申
　
込　

電
話
ま
た
は
窓
口
へ

場
所
・
問
合　

０
３
│
３
６
３
１
│
１
４
４
８

清澄庭園

『江東区報』いまむかし
秋の特別展示

～区報にみる
　「まなび」の歴史～

　現在、月3回発行されている『江東区報』は、昭和22年
12月25日に第１号が発行されて以来、1580号を数えます。
本展示では区政における｢まなび｣の歴史を紹介します。
日　時　10／4（土）～12／27（土） ＊休館日を除く
場　所　図書館3階展示コーナー



6

（
１
）
江
東
区
の
地
勢

　

江
東
区
は
武
蔵
野
台
地
と
下
総
台
地
に
は

さ
ま
れ
た
東
京
低
地
の
南
端
に
あ
た
り
、
そ

の
昔
は
海
の
底
で
あ
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
む
し
ろ
そ
の
期
間

は
短
い
も
の
で
、
数
万
年
続
い
た
旧
石
器

時
代
に
お
い
て
東
京
低
地
は
陸
地
で
し
た
。

１
万
年
ほ
ど
前
に
寒
冷
な
「
氷
期
」
が
終
わ

り
、
温
暖
な
「
間
氷
期
」
に
移
り
変
わ
る
と
、

海
面
は
徐
々
に
上
昇
し
て
い
き
ま
す
（
海

進
）。
今
か
ら
５
〜
６
千
年
前
の
縄
文
時
代

前
期
頃
に
は
海
進
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
海
面

は
現
在
よ
り
３
ｍ
ほ
ど
高
く
な
り
、
海
岸
線

は
関
東
平
野
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込
ん
だ
と

い
わ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
縄
文
海
進
」
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
海
面
は
再
び
低

下
し
（
海
退
）、
そ
れ
と
と
も
に
利
根
川
や

荒
川
な
ど
か
ら
流
入
す
る
堆
積
物
に
よ
っ
て

ゆ
る
や
か
に
海
が
埋
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
江
東
区
全
域
は
縄
文
海
進

に
よ
り
海
面
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
河
川
に

よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
に
よ
っ
て
浅
瀬

と
な
り
、洲
と
な
り
、や
が
て
幾
つ
も
の
島
々

を
作
っ
て
行
く
様
に
な
り
ま
す
。
本
区
に
お

い
て
そ
の
時
期
は
早
く
と
も
中
世
段
階
で
、

そ
の
頃
よ
う
や
く
本
区
北
部
の
亀
戸
地
域
が

陸
地
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
の
徳
川
家
康
の
江

戸
入
府
後
は
東
京
湾
の
干
拓
や
埋
め
立
て
が

す
す
め
ら
れ
ま
す
。
17
世
紀
前
半
に
現
在
の

森
下
あ
た
り
が
開
発
さ
れ
、
つ
づ
い
て
、
佐

賀･

永
代
と
い
っ
た
隅
田
川
東
岸
が
開
拓
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、明
暦
３
年（
１
６
５
７
）

に
お
き
た
振
袖
火
事
と
呼
ば
れ
る
江
戸
の
大

火
を
契
機
と
し
た
市
中
の
拡
大
政
策
に
よ

り
、
陸
地
の
拡
張
は
加
速
し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
終
わ
り
に
は
現
在
の
越
中
島
・
牡
丹

･

木
場
・
東
陽
・
南
砂
ま
で
埋
め
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
か
ら
、
江
東
区

に
遺
存
す
る
埋
蔵
文
化
財
（
遺
跡
）
の
ほ
と

ん
ど
は
中
世
か
ら
江
戸
時
代
に
限
定
さ
れ
ま

す
。

（
２
）
江
東
区
の
遺
跡

　

区
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
現
在
13

を
数
え
ま
す
【
図
１
】。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

江
戸
時
代
の
遺
跡
で
あ
り
、
中
世
の
遺
跡
は

現
在
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
以
前
に
創
建
さ
れ
た
寺
社
な
ど
の
存

在
や
、
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
入
神
明

宮
（
亀
戸
３
│
41
）
か
ら
平
安
時
代
末
期
〜

鎌
倉
時
代
の
土ど

錘す
い

（
漁
網
に
つ
け
る
土
製
の

錘お
も
り）

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
本
区
の
東

西
を
流
れ
る
小
名
木
川
は
天
正

18
年
（
１
５
９
０
）
頃
に
開
削

さ
れ
た
運
河
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
亀
戸
地
域
の

ほ
か
新
大
橋
・
常
盤
・
森
下
・

猿
江
・
住
吉
・
毛
利
・
大
島
の

各
地
域
か
ら
も
中
世
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
区
の
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
は

地
下
鉄
工
事
や
道
路
工
事
、
住

宅
建
築
な
ど
の
開
発
に
伴
い
発

見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中

で
、
江
東
区
の
特
徴
を
よ
く
表

す
遺
跡
と
し
て
、
遺
跡
番
号
４

の
「
洲
崎
波
除
石
垣
跡
」
お
よ

び
遺
跡
番
号
８
の
「
中
川
船
番

所
遺
跡
」
に
て
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

洲
崎
波
除
石
垣
跡
【
図
１
│
４
】

　

江
戸
時
代
の
海
岸
に
造
ら
れ
た
石
垣
に
よ

る
防
波
堤
で
、
海
に
面
し
た
江
東
区
な
ら
で

は
の
遺
跡
と
い
え
ま
す
。
江
戸
時
代
の
切
絵

図
や
錦
絵
か
ら
当
時
は
洲
崎
神
社
（
木
場
６

│
13
│
13
）
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
石
垣
が
延

び
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
し
た
。
調
査
範
囲

は
南
北
約
６
ｍ
、
東
西
４
ｍ
と
い
う
限
ら
れ

た
区
域
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
59
年

（
１
９
８
４
）
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
表
下
約
３
ｍ
か
ら
石
垣
の
上
面
が
検

出
さ
れ
、
さ
ら
に
掘
り
進
ん
で
高
さ
約
２
・

４
ｍ
、
５
段
に
積
ま
れ
た
石
垣
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
【
写
真
１
】。
調
査
範
囲
の
制
約
か

ら
そ
の
全
容
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
延

長
部
で
の
今
後
の

さ
ら
な
る
調
査
が

望
ま
れ
ま
す
。

土
の
中
に
眠
る
江
東
区
の
歴
史

土
の
中
に
眠
る
江
東
区
の
歴
史

江
東
歴
史
紀
行

遺跡番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

名称 所在地 種別時代
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世
近世

清澄 2-6 地先
越中島 1-3-27
永代 2-36
木場 1-5-1
富岡 2-6
越中島 2-1-2
森下 2-17-1 地先
大島 9-1
白河 1-3 地先
白河 3-12
白河 3-12
北砂 2-15
白河 2-9

大名屋敷
町屋
寺社
護岸施設
堀
町屋
町屋
幕府施設
寺社
町屋
武家屋敷
大名屋敷
町屋

洲崎波除石垣跡
八幡堀跡

中川船番所遺跡

白河二丁目遺跡

荒
川

隅
田
川

横
十
間
川

竪川

小名木川

7

111013 12

8

B

A

91

3

6
2

4
5

図 1　江東区遺跡分布図写真１ 波除石垣
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中
川
船
番
所
遺
跡
【
図
１
│
８
】

　

中
川
船
番
所
は
江
戸
市
中
に
輸
送
さ
れ
る

物
資
お
よ
び
船
舶
や
江
戸
を
出
る
人
々
の
監

視
を
目
的
と
し
て
、
小
名
木
川
の
中
川
口

北
岸
に
設
置
さ
れ
た
関
所
で
す
。
寛
文
元

年(

１
６
６
１)

に
成
立
し
た
同
番
所
は
、
小

名
木
川
が
江
戸
に
通
ず
る
交
通
上
の
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
い
、
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
ま
で
存
続

し
て
い
ま
し
た
。『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿

絵
【
図
２
】
に
よ
れ
ば
、
木
柵
が
め
ぐ
ら
さ

れ
た
番
所
に
は
10
本
の
槍
が
中
川
方
向
に
か

か
げ
ら
れ
、
ま
た
小
名
木
川
縁
に
は
番
小
屋

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
１
月
か
ら
４
月

ま
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、【
図
３
】
に
示
す

報
告
書
も
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、

同
番
所
の
設
置
さ
れ
た
17
世
紀
後
半
以
降
の

遺
物
が
多
量
に
発
見
さ
れ
、
ま
た
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
建
物
跡
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
本
地
区
の
土
地
利
用
状
況
の

実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
、
同
番
所
跡
は
区
の
指
定
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
そ
の
調
査
成
果
の
一
部
は
中
川
船
番
所

資
料
館
（
大
島
９
│
１
│
15
）
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
３
）
平
成
19
年
度
の
調
査

　

平
成
19
年
度
、
区
内
に
お
い
て
遺
跡
の
有

無
を
確
認
す
る
た
め
の
試
掘
ま
た
は
立
会
調

査
を
４
件
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
遺

構
お
よ
び
遺
物
を
検
出
し
た
３
地
点
に
つ
い

て
そ
の
概
略
を
記
し
ま
す
。

白
河
２
│
９
地
点
【
図
１
│
13
】

　

本
調
査
地
点
は
深
川
江
戸
資
料
館
か
ら
北
東

に
１
５
０
ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
所
に
位
置
し
、
平
成

19
年
６
月
15
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
立
会
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
、
海
辺

大
工
町
と
い
う
町
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

江
戸
時
代
後
期
か
ら
末
期
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
生
活
廃
水
を
流
し
た
と
思
わ
れ
る
木

製
の
樋
、
大
量
の
蛎
殻
が
出
土
し
た
穴
、
埋

め
ら
れ
た
桶
な
ど
が
、
現
在
の
地
面
か
ら
２
・

１
〜
２・６
ｍ
の
深
さ
か
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
跡
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
い
く
つ
か
の
遺
構
の
存
在
に
よ
り
、
居

住
空
間
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

遺
物
は
19
世
紀
前
半
代
の
も
の
を
中
心

に
、
特
に
徳
利
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
周
辺
の
調
査
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
域
一
帯
の
町
屋
の
あ
り
方
が
把

握
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す

（『
下
町
文
化
』
２
３
９
号
参
照
）。

南
砂
２
│
36
地
点
【
図
１
│
A
】

　

本
調
査
地
点
は
区
立
南
砂
緑
道
公
園
の
東

端
や
や
南
に
位
置
し
、
越
中
島
貨
物
線
お
よ

び
明
治
通
り
に
は
さ
ま
れ
た
地
点
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
に
出
雲
松
江
藩
松

平
出
羽
守
の
抱
屋
敷
の
あ
っ
た
所
で
、
平
成

19
年
６
月
13
日
か
ら
９
月
15
日
に
か
け
て
立

会
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
属

す
る
遺
構
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
現

地
表
下
２
・
７
ｍ
で
検
出
し
た
小
ご
み
穴
２

基
の
み
で
す
。
18
世
紀
中
頃
か
ら
幕
末
期
の

遺
物
が
多
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
以
外
の
場
所
か
ら
は
江
戸
時
代
後
期
の
遺

物
が
若
干
量
出
土
す
る
も
の
の
、
屋
敷
に
関

す
る
よ
う
な
遺
構
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

佐
賀
２
│
９
地
点
【
図
１
│
Ｂ
】

　

都
立
清
澄
公
園
か
ら
南
東
へ
１
０
０
ｍ
ほ

ど
の
地
点
で
、
平
成
19
年
８
月
９
日
か
ら
９

月
28
日
ま
で
、
試
掘
お
よ
び
立
会
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
調
査
地
点
は
江
戸
時
代
に

は
西
永
代
町
、
冨
田
町
と
い
っ
た
町
屋
地
域

に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
表
下
約
２
ｍ

に
お
い
て
、
１
０
０
㎡
ほ
ど
の
狭
い
範
囲
か

ら
計
４
基
も
の
井
戸
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
、

狭
い
範
囲
で
18
世
紀
中
葉
か
ら
幕
末
に
か
け

て
繰
り
返
し
井
戸
が
掘
ら
れ
た
様
子
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
井
戸

の
う
ち
３
基
は
底
を
抜
い
た
桶
を
逆
さ
に
し

て
積
み
重
ね
て
い
く
方
法
で
構
築
さ
れ
て
お

り
【
写
真
２
】、最
大
の
も
の
で
直
径
約
１
ｍ
、

高
さ
約
１
・
４
ｍ
の
桶
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
周
辺
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
遺
跡
の
性
格
・
全
容
に

つ
い
て
は
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
地
域
の
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
上
で
、
興
味
深
い
資
料
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
４
）
お
わ
り
に

　

江
東
区
は
震
災
・
戦
災
で
数
多
く
の
歴
史

的
遺
産
を
失
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
埋
蔵
文

化
財
は
区
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
か
ら
区
内

に
は
多
く
の
遺
跡
が
破
壊
を
免
れ
、
土
の
中
に

眠
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、調
査
例
は
い
ま
だ
に
少
な
く
、

今
後
行
う
調
査
に
よ
っ
て
江
東
区
の
歴
史
を
、

徐
々
に
解
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

諸
星 

真
澄
） 写真２ 井戸

図２ 『江戸名所図会』中川口

図３ 『中川船番所遺跡調査報告』1995
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昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）、「
木
屋
源
紙
店

喫
茶
部
」
と
い
う
す
こ
ぶ
る
モ
ダ
ン
な
喫
茶

店
が
門
前
仲
町
に
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
江

東
地
区
の
地
域
新
聞
『
櫻
東
新
聞
』
の
「
喫

茶
店
め
ぐ
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
そ
の
盛

況
ぶ
り
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

辰
巳
の
兄
い
連
も
「
俺
等
だ
つ
て
レ
モ
ン

ス
カ
ツ
シ
ュ
位
の
味
は
知
つ
て
る
ん
だ
と

ば
か
り
、
日
に
三
度
は
来
な
い
と
気
が
す

ま
な
い
」
と
な
ん
て
云
う
の
が
あ
る
し
、

毎
日
五
六
人
車
で
自
動
車
で
乗
り
つ
け
る

自
動
車
屋
さ
ん
も
あ
る
そ
う
だ

ま
た
、「
シ
ヨ
ー
ト
ケ
ー
キ
」「
サ
ン
ド
ヰ
ツ

チ
」「
カ
ク
テ
ル
」「
ス
ト
ロ
ー
ベ
リ
ー
サ
ン

デ
ー
」「
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
」
な
ど
、
当

時
で
は
目
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
こ
の
あ
た
り
は
蚊
が
多
く
、

営
業
中
の
蚊
の
対
策
を
思
案
す
る
と
い
う
苦

労
話
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
屋
源
は
明
治
中
期
、
深
川
福
住
町
で
開

業
し
た
紙
問
屋
で
、
喫
茶
部
を
開
業
し
た
鹿

取
幸
五
郎
氏
の
ご
子
息
幸
一
氏
の
お
話
で

は
、
店
名
は
「
窓
」
と
い
い
、
金
の
ス
プ
ー

ン
を
使
う
な
ど
、
食
器
類
や
内
装
に
も
こ
だ

わ
っ
た
お
店
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
幸
五

郎
氏
は
飛
行
機
に
乗
っ
た
り
、
サ
イ
ド
カ
ー

で
軽
井
沢
へ
行
く
な
ど
当
時
の
先
端
を
行
く

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と

に
、
幸
一
氏
が
物
心
つ
く
頃
に
幸
五
郎
氏
が

病
気
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
喫
茶
部
の
こ
と

は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
紙
問
屋
が
喫
茶
店

を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
の
記
事
に

は
「
何
か
と
云
ふ
と
直
ぐ
『
深
川
か
』、
と

馬
鹿
に
さ
れ
る
の
に
歯
軋
り
し
て
、
悔
し
が

つ
て
る
連
中
の
一
人
、
木
屋
源
紙
店
の
幸
五

郎
君
、
銀
座
な
ん
ぞ
に
負
け
る
も
ん
か
と
、

お
母
さ
ん
を
説
き
付
け
て
、
と
う　
　

出
来

上
が
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

進
取
の
気
風
に
富
み
、
深
川
に
誇
り
を

持
っ
て
い
た
幸
五
郎
氏
が
、
銀
座
に
対
抗
し

て
、
関
東
大
震
災
か
ら
わ
ず
か
５
年
程
の
間

に
復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
深
川
の
地
に
、

モ
ダ
ン
味
溢
れ
る
喫
茶
部
を
開
業
し
た
よ
う

で
す
。
木
屋
源
紙
店
喫
茶
部
は
、
昭
和
初
期

の
深
川
に
お
い
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
息

吹
が
吹
き
込
ん
だ
新
た
な
時
流
の
一
つ
の
証

左
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
係　

松
村
浩
士
）

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
平
成
14
年
か
ら
活

動
を
開
始
し
、今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る
「
江

東
区
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
会
」
で
す
。

６
月
20
日
に
行
わ
れ
た
例
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
会
は
平
成
13
年
度
に
教
育
委
員
会
主
催

の
文
化
財
保
護
推
進
員
中
級
研
修
会
を
修
了

し
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
は
現
在
18
名
。
現
役
の
文
化
財
保

護
推
進
員
協
力
員
さ
ん
や
、
砂
村
囃
子
の
会

長
さ
ん
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
目
的
は
、「
江
東
区
の
歴
史
・
文
化
を

深
く
理
解
し
、
そ
れ
を
後
世
へ
継
承
さ
せ
る

べ
く
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
、「
会

員
の
教
養
・
資
質
を
高
め
る
た
め
の
学
習
活

動
を
通
じ
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
」
で
す
。

　

活
動
は
、
毎
月
１
回
の
例
会
を
中
心
に
、

年
数
回
の
見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
会

で
は
各
自
が
関
心

を
持
つ
テ
ー
マ
に

つ
い
て
発
表
し
、

議
論
し
ま
す
。
結

成
当
初
は
江
東
区

に
関
す
る
テ
ー
マ

が
主
で
し
た
が
、

最
近
で
は
、
江
戸

全
体
・
日
本
史
と
い
っ
た
歴
史
分
野
か
ら
、

陶
磁
器
な
ど
文
化
全
般
に
ま
で
広
が
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
俳
句
歴
40
年
以
上

の
方
に
よ
る
芭
蕉
研
究
、
砂
村
・
砂
町
を
長

年
追
い
か
け
て
い
る
方
、
寄
席
師
、
区
ゆ
か

り
の
人
物
、
六
地
蔵
、
運
河
・
堀
・
川
、
長

谷
川
平
蔵
、
三
井
親
和
な
ど
、
会
員
各
自
が

個
々
の
関
心
に
基
づ
い
て
研
究
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
新
し
い
発
見
を
求
め
る
と
い
う
旺

盛
な
好
奇
心
で
し
ょ
う
。
陶
磁
器
の
報
告
会

で
は
、
研
究
題
材
の
陶
磁
器
で
日
本
酒
を
試

飲
す
る
な
ど
（
お
い
し
そ
う
で
す
ね
）、
皆

さ
ん
楽
し
く
例
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
が

印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
継
承
会
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴

は
、
毎
年
『
水
彩

抄
』
と
い
う
会
誌

を
出
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
見
学
記
や
回
想
録
か
ら
重
厚
な
研
究

レ
ポ
ー
ト
ま
で
、
70
〜
１
０
０
ペ
ー
ジ
の
充

実
し
た
会
誌
で
す
。
現
在
、
第
６
号
ま
で
発

行
さ
れ
、
各
図
書
館
に
も
配
架
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
文
化
財
専
門
員　

赤
澤
春
彦
）

『櫻東新聞』昭和３年７月２８日広告

例会の様子

『水彩抄』第６号

自
主
グ
ル
ー
プ
繁
盛
記

江
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
会


